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�【新潟県立燕労災病院】

病床数：３００床（稼動２３３床）〒９５９－１２２８　新潟県燕市佐渡６３３住　　 所

内科、循環器内科、神経内科、外科、消化器外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリ
テーション科、放射線科、麻酔科、救急科、総合診療科診療科目

連絡先担当者名：藤原　直人（総務課）連絡先：syomu０１@tsrh.jp
　　　　０２５６－６４－５１１１（代表）遠藤　直人（病院長）研修責任者名

・新潟大学臨床研修病院群研修プログラム採用
平成２３年度：０人、２４年度：１人、２５年度：１人、２６年度：０人、２７年度：０人、２８年度：０人、２９年度：０人、３０年度： 
０人、令和元年度：０人、２年度：０人

新臨床研修
医指導実績

学会認定指導医数学会認定専門医数研修受け入れ可能診療科

内科（内科）５人、内科（呼吸器）１人、内科
（感染症）１人、内科（神経内科）１人、外科
（外科）１人、外科（消化器）１人、整形外科
２人、放射線科１人、麻酔科１人、救急科１人

内科（総合内科）７人、内科（呼吸器）２人、
内科（感染症）１人、内科（気管支鏡）１人、
内科（循環器）２人、内科（神経）２人、外科
（外科）４人、外科（消化器）２人、整形外科
４人、脳神経外科１人、リハビリテーション科
１人、放射線科１人、麻酔科１人、救急科１
人、集中治療１人

必修：内科（総合診療科、循環器内科、呼吸
器内科、消化器内科、腎臓内科、神経
内科）、外科、救急科

選択研修：整形外科、放射線科

施設の概説・特徴

　燕労災病院は、県央基幹病院開院に向け、２０２２年４月から救急科、総合診療科を開設し、プレＥＲ救急を始動します。
　スノーピークなど、ものづくりのまちとして有名な燕三条を擁する「県央医療圏」では、日本をリードする医療再編プロジェクトが進ん
でいます。県央医療圏の５つの病院の急性期機能を集約し、救急車６０００台を受入れ可能なＥＲ救急を立ち上げる「県央基幹病院」の２０２３年
度開院に向け、燕労災病院にはプロジェクトの中核となる医師が集まり、プレＥＲ救急を始動します。
　燕労災病院がこれまで地域の中核病院として担ってきた救急医療、がん、心疾患、消化器疾患、呼吸器疾患、脳神経疾患、生活習慣病、人
工透析に関する治療、各種健診機能は継続しつつ、救急医療の拡充に向け取り組んでいます。県央基幹病院の開院に向けて集まった経験豊
かな指導医や医療スタッフとともに充実した臨床研修期間を過ごしながら、医師人生の中でもなかなか経験できない医療再編・新病院立ち
上げプロジェクトに参加する、医師としてのキャリアを広げる環境が燕労災病院にはあります。

研修受け入れ可能診療科の説明

内科：総合診療科は病棟管理だけではなく、一般外来で多くの症候・一般的な疾患の診断・検査・治療管理を経験してもらいます。循環器
は県央地区で唯一、心臓カテーテル検査、治療を行っています。消化器は消化器内視鏡治療や肝・胆道系の IVRを積極的に行い、ウイル
ス肝炎では先端的診療を行っています。呼吸器は肺癌や感染症の症例が豊富です。腎・透析部門は症例増加にともないベッド数を増床。神
経内科は脳血管障害とともに、脱髄疾患・変性疾患など貴重な症例が多くあります。
外科：消化器外科全般および乳腺外科にわたり多数の手術実績をあげていて、難易度の高い手術も手がけています。内視鏡手術や癌の化
学療法も積極的に行っています。
救急科：県央地域の救急体制の改善を目指し新設されます。救急専門医・集中治療専門医がメンターとなり救急患者 (Walk in から救急搬
送重症例まで )の初療から入院後の重症患者治療まで研修できます。
整形外科：一般外傷患者の受け入れおよび手術に力を入れていて、初期研修医には「当直で困らない整形外傷初期診療」を身につけてもら
うことが可能です。
放射線科：日々の依頼されたCT、MRI の読影に加え、救急疾患を中心とした teaching file を用いて、当直に対応できる読影能力を身に 
着けることを目標に指導します。また、件数は少ないですが腫瘍や出血、腹部分枝動脈瘤の IVRも行っていますので希望があれば指導し 
ます。

研修の概説と特徴

　当院では、上述のとおり、各専門科での研修が可能です。さらに、２０２２年４月から開設される救急科・総合診療科をはじめとして、「総
合的に患者を診て全人的医療を実践する」という医療の基本をしっかりと研修できます。豊富な common disease を数多く診療し、指導
医からのフィードバックを受けることで経験を実力として身につけてもらいます。専門も総合・一般的な診療も、各コメディカルからの指
導も含め、研修医の皆さんの希望するプログラムを流動的に組むことで、皆さんのニーズに合わせた研修が可能です。

研修医の当直

　研修診療科の指導医が当直医の場合かオンコールで呼ばれた場合、研修医は指導医と行動を共にし、指導医の指導・指示を受けながら当
直医として診療をします。

処　　　　遇

●給与：１年次　月額基本給３６０,０００円、２年次　月額基本給３９０,０００円
　　　　（諸手当）通勤手当：上限４４,１００円（距離に応じた区分により支給）
　　　　　　　　　時間外手当：時間外勤務時間に応じ支給、当直手当：２１,０００円 /回
　　　　学会参加費、旅費等に使用できる研修費を支給。
●食事：昼食は職員食堂（ごはん、汁物おかわりし放題！）が利用できます。売店も利用可能です。　　　　　　　　　　　
●宿舎：借上げ宿舎あり。個人準備の場合は住居手当あり（上限２７,０００円）。
●居室：研修医用の居室あり（実習生と同室）。
●図書・文献：各種資料検索のための図書室が常備されていて、各領域の主要学会誌も準備されています。
　　　　　　　医中誌、メディカルオンライン、UpToDate あります。
●インターネット環境：各自の机からインターネット接続可能。院内用wifi ルーター貸し出します。
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